
成
27
年
10
月
16
日（
金
）、

18
日（
日
）、九
州
大
学

箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、

「
近
代
建
築
物
撮
影
ツ
ア
ー
」を
開
催

し
ま
し
た
。

　
本
ツ
ア
ー
で
は
、歴
史
や
記
録
保
存

の
説
明
会
の
後
、今
後
解
体
が
予
定
さ

れ
て
い
る
文
系
学
部
発
祥
の
地
で
あ

る
旧
応
力
研
生
産
研
本
館（
法
文
学
部

本
館
）、旧
文
学
部
心
理
学
教
室
、応
用

物
質
化
学
機
能
教
室（
応
用
化
学
教

室
）、工
学
部
高
温
度
化
学
実
験
室
、第

三
学
生
集
会
所（
三
畏
閣
）の
5
棟
の

近
代
建
築
物
を
巡
り
ま
し
た
。間
近
で

見
て
、記
憶
に
と
ど
め
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
、普
段
は
見
る
こ
と
が

出
来
な
い
玄
関
ホ
ー
ル
も
特
別
に
公

開
し
ま
し
た
。

　
説
明
会
で
は
、佐
藤
優
副
理
事
の
挨

拶
の
後
、人
間
環
境
学
研
究
院
の
堀
賀

貴
教
授
が「
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ

技
術
を
使
っ
た
建
物
の
記
録
保
存
」に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。続
い
て
、「
箱

崎
キ
ャ
ン
パ
ス
の
歴
史
と
近
代
建
築

物
に
つ
い
て
」と
題
し
て
、
16
日
に
百

年
史
編
集
室
の
市
原
猛
志
助
教
、18
日

に
大
学
文
書
館
・
大
学
史
資

料
室
の
折
田
悦
郎
教
授
が
説

明
し
ま
し
た
。

　
本
ツ
ア
ー
は
、
16
日
に
は

約
1
5
0
名
、
18
日
に
は
約

4
5
0
名
の
参
加
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　
九
州
大
学
は
今
後
も
、近

代
建
築
物
に
つ
い
て
、記
憶

と
記
録
を
後
世
に
継
承
す
る

た
め
、建
物
の
歴
史
や
画
像
、

正
確
な
位
置
情
報
等
を
記

録
し
、そ
の
記
録
を
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
な
ど
で
公
開
し
て
い

く
予
定
で
す
。
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近代建築物
撮影ツアー

平
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
一
環
と
し

て
、平
成
27
年
10
月
21

日（
水
）に
、「
ま
ち
づ
く
り
の
哲
学
と

手
法
を
九
大
生
が
考
え
る
国
際
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」を
開
催
し
ま
し
た
。本

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
ま
ち
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
と
し
、日
韓
の
様
々
な
取
組

に
お
け
る
課
題
を
比
較
整
理
し
、そ
の

解
決
に
向
け
た
ア
イ
デ
ィ
ア
や
情
報

を
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。学
生
が
主
体
と
な

り
、様
々
な
分
野
の
学
生

10
名
が
企
画
・
運
営
全
て

を
行
い
、都
市
部
の
問
題
、

離
島
・
中
山
間
地
域
の
問

題
、「
食
」を
活
か
し
た
地

域
性
と
関
係
性
を
考
え

る
３
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

設
け
ま
し
た
。

都
市
部
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、ソ
ウ
ル
市
と
福
岡

市
の
事
例
を
現
場
に
近
い
方
が
登
壇

し
、相
互
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
る
会

合
と
な
り
ま
し
た
。コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
学
生
は
、実
際
に
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
を
訪
れ

て
お
り
、よ
り
近
い
目
線
で
セ
ッ
シ
ョ

ン
に
関
わ
り
ま
し
た
。離
島
・
中
山
間

地
域
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、八
女
市
や

対
馬
市
、韓
国
慶
尚
南
道
で
活
躍
す
る

公
務
員
や
活
動
者
の
方
に
お
話
し
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。特
に
こ
れ
ら
の

地
域
は
、本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
フ
ィ
ー
ル

ド
と
し
て
い
る
地
域
で
も
あ
り
、プ
ロ

グ
ラ
ム
で
の
教
育
成
果
が
ひ
と
つ
の

形
と
な
っ
た
と
い
え
ま
す
。「
食
」に
関

す
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、筑
豊
地
区
と

佐
伯
市
で
活
躍
す
る「
変
わ
り
者
」が

登
場
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
セ
ッ
シ
ョ
ン
と

な
り
ま
し
た
。飯
塚
市
に
あ
る
食
品
老

舗
の
経
営
哲
学
と
筑
豊
で
食

文
化
が
花
開
い
た
理
由
、佐
伯

市
職
員
に
よ
る「
食
」を
通
し

た「
ひ
と
づ
く
り
」の
実
践
に

関
す
る
お
話
、そ
し
て
筑
豊
地

区
の
人
気
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

を
創
る
デ
ザ
イ
ン
会
社
の
目

線
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の「
ま
ち
づ

く
り
」に
関
す
る
意
見
を
聞
く

事
が
で
き
ま
し
た
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い

て
、「
ま
ち
づ
く
り
」に
関
す
る
よ
り
多

様
な
視
点
と
包
括
的
な
知
見
を
得
る

こ
と
で
、今
後
の
実
習
活
動
に
お
い
て

も
各
地
域
へ
よ
り
実
践
的
な
貢
献
を

行
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

持続可能な社会を拓く決断科学大学院プログラム

国際ワークショップ
「まちづくり」

竹内 太郎 たけうち たろう
（地球社会統合科学府 博士後期課程２年）

企画部統合移転推進課

本

introduction

本プログラムでは、「地球環境と人類社
会の持続可能性に向けて取り組むべき
重要課題」として、環境・災害・健康・統

合・人間の５つの課題を選定しています。地球環境・
人類社会・人間行動についての体系的な理解に加
え、国内外の様 な々現場で協力しながら問題解決に
取り組む実践経験を通じて、地球環境と文明社会
の持続可能性を切り開くグローバルリーダーを育成
することを目的としています。

記
者
会
見
レ
ポ
ー
ト

記
者
会
見
レ
ポ
ー
ト

九
大
で
月
に
一
度
開
催
し
て
い
る
記
者
懇
談
会
で
プ
レ
ス
発
表
し
た
取
組
を
紹
介
し
ま
す

左にある写真は、1925（大正14）年に法文学
部本館として建設された関東大震災後の初
期鉄筋コンクリート造建築物。1964（昭和

39）年の文科系貝塚地区移転まで法文経学部本館とし
て使われた。
　独特の装飾と堂 と々した風格のある倉田謙（※）の代表
的作品のひとつ。
（※）倉田謙：九州帝国大学の建築課長として、大正～昭
和期の九州におけるセセッション風建築（幾何学的意匠
や渦を巻く植物模様が見られる様式）を多く建設した。

introduction

上記のようなワークショップをはじめ、自由で闊達な活動が出来る決断科学大学院プログラムは、学問

的素養だけではなく「人間の根っこ」を育てたい人にとっては有意義な教育プログラムであると思います。

それぞれの「個性」を十分に発揮できる大学院生にその門戸は開かれています。

専門の枠を超えて、あらゆる視点を獲得したいと考えている方に、ぜひプログラムに参加していただけれ

ばと思います。

代表からの一言

【お問い合わせ】学務部決断科学大学院プログラム支援室
Tel：092-802-6049 E-mail：ketsudan@jimu.kyushu-u.ac.jp

　箱崎キャンパスは、伊都キャンパス移転に伴い100年の歴史に幕を下しつつあります。しかし、箱崎で刻
んだ100年の歴史は重く、歴史的に貴重な建築物や、記憶に残る遺産も数多いと思われます。そこで、記
録保存のあり方などを検討するために、近代建築物の取り扱い検討委員会を設置しました。そのなかで、
ハードだけではなく、ソフト面にも配慮すべきだという意見があり、取り壊しを予定している対象を中心に、
一般に公募して撮影会を開催することにしました。２日間で各100人を予定していましたが、２日間で600
人を越える参加者が集まり、関心の高さを思い知らされました。

佐藤優副理事からの一言 

【お問い合わせ】企画部統合移転推進課 Tel：092-642-7645 E-mail：kitleed@jimu.kyushu-u.ac.jp

参加者で賑わう第三学生集会所（三畏閣）

旧応力研生産研本館（法文学部本館）
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九州大学広報室

〒819-0395 福岡市西区元岡 744 
TEL:092-802-2130 FAX:092-802-2139 

MAIL:koho@jimu.kyushu-u.ac.jp 
PRESS RELEASE（2015/09/18）        URL:http://www.kyushu-u.ac.jp 

■背 景

100 年の歴史を持つ箱崎キャンパス内には、数多くの近代建築物が使用されてきました。それらの建

築物は、歴史を伝える貴重な遺産であることから、九州大学では、学術的に全ての近代建築物の記録保

存を行い、既存容姿のまま保存・活用を行っていく建築物を選定し、劣化が著しく、構造的に安全性に

問題が認められる建築物については、後世に残せる復元可能な記録保存を行った上で解体等を行う方針

としています。

 今回、今後解体が予定されている閉鎖中の建築物の見学・撮影ツアーを開催し、解体前に、市民の皆

さまにも広く公開する機会を設けるものです。

■内 容

【日  時】 平成 27 年 10 月 16 日（金） 10：00～12：00 
平成 27 年 10 月 18 日（日） 10：00～12：00 

【集合会場】 九州大学箱崎キャンパス 本部第一庁舎２階 本部第 1 会議室 
【内  容】 今後解体が予定されている建物の見学・撮影ツアー

  （集合会場で全体説明を行ってから、各建物の見学・撮影ツアーを行います）

【対象建物】 ・旧応力研生産研本館（法文学部本館）

  ・応用物質化学機能教室（応用化学教室）

  ・旧文学部心理学教室

  ・工学部高温度化学実験室

  ・第三学生集会所（三畏閣）

  ※撮影は建物周辺及び内部は玄関ホールまで公開します

【定  員】 集合会場での全体説明は、各日 先着 100 名程度 
  ※各建物の見学・撮影は、随時見学可能（ツアー開催時間内）

【申 込】 事前申し込みは不要です

■今後の展開

九州大学では、今後も、近代建築物について適切に記録保存を行い、公開する予定です。 

【お問い合わせ】

九州大学企画部統合移転推進課 大熊、阿部

電話：０９２－６４２－７６４５

FAX：０９２－６４２－７３７３ 
Mail：kitleed@jimu.kyushu-u.ac.jp 

九州大学箱崎キャンパス  

近代建築物撮影ツアーを開催 

概 要 

九州大学は、平成 27 年 10 月 16 日（金）・18 日（日）に箱崎キャンパスにて、今後解体が予定さ

れている近代建築物５棟の見学・撮影ツアーを開催します。当日は、閉鎖中の建築物を撮影出来る

唯一の機会であり、専門家より歴史や記録保存の状況について説明を行います。

本イベントは終了しました

平成27年9月　プレスリリース資料
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日 時：平成27年10月16日（金）1０:00～12:00

平成27年10月18日（日）1０:00～12:00

集合会場：箱崎キャンパス 本部第一庁舎2F 本部第１会議室

内 容：今後解体が予定されている建物の見学・撮影ツアー

（集合会場で全体説明を行ってから、各建物の見学・撮影ツアーを行います）

対象建物： ・旧応力研生産研本館（法文学部本館）

・応用物質化学機能教室（応用化学教室）

・旧文学部心理学教室

・工学部高温度化学実験室

・第三学生集会所（三畏閣）

※撮影は建物周辺及び内部は玄関ホールまで公開します。

定 員：集合会場での全体説明は、各日 先着100名程度

※各建物の見学・撮影は、随時見学可能（ツアー開催時間内）

申 込：事前申し込みは不要です

担当窓口 企画部統合移転推進課 大熊、阿部

連 絡 先 092-642-7645

メールアドレス kitleed@jimu.kyushu-u.ac.jp

本イベントは終了しました平成27年9月　プレスリリース資料
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